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【問題と目的】 

青年期後期以降では、友人関係において深く内面的な付き合いが求められるとされてお

り、青年が表面的な友人関係をとることにより心理適応上の問題に繋がるとする見方が多

い（上野・上瀬・松井・福富,1994；小塩,1998；岡田,2007a）。 

その中でも「キャラ」は、表面的な友人との付き合い方として挙げられているものの中

でも象徴的なもので、千島・村上（2015）は、社会学領域の先行研究やメディアの記述な

どから「キャラ」を「小集団内での個人に割り振られた役割や、関係依存的な仮の自分ら

しさ」と定義し、既存の特徴に落とし込むことで人格の多様さを削ぎ落として人間関係を

単純化・円滑化させることとした。そしてその特徴を他律的であることや、どの集団でも

ある程度固定されていることとした。 

しかしながら、青年にとって友人関係は多岐にわたり（厚生労働省,2014 など）、状況

に応じてその「キャラ」や付き合い方は異なるだろう。大谷（2007）の指摘によると、従

来の研究で青年期の友人関係の検討は主に「広さ」と「深さ」だけが議論されてきたが、

実際の青年は場面に応じて様々な深さや広さの友人関係を構築していることを示してい

る。岡田（2007a,2007b）などの先行研究においては、現代青年の友人関係の特徴を「傷

つけ合わず楽しさだけを希求する、防衛的で同調的な付き合い方」を常に
．．

とることとして

いたが、大谷（2007）は青年が一つの「群れ」的関係だけでなく、様々な関わり方の中に

あることを示唆している。 

青年が場面に応じて自身の「キャラ」や属する「群れ」を切り替えて付き合うことは「ア

カウント」的な付き合いといえる。青年にとって友人とは、先行研究のように常に一定の

キャラや同じ相手と浅く付き合うのではなく、SNS の「アカウント」のように「キャラ」
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ごとに異なる相手、あるいは相手ごとに異なる「キャラ」を持つものである。 

大谷（2021）によると、「アカウント」的な付き合いは青年にとって負担となる一方、

成人期以降の付き合いでは必須のスキルであるとされている。しかしながら青年は、自己

を断片化させ、付き合いを分断させるような友人関係を望んでいるわけではない。 

青年が友人関係においてさえ高いスキルが求められ、複雑な関係の中にあることについ

て、白井・大谷（2017）によると、青年が極めて関係依存的な環境にあり、行き場を失わ

ないことが必要とされることで、その関係を維持して同調することが青年にとって重要な

ことになっているとしている。高いスキルを要する人間関係による、複層的な関係の中で、

自身を一貫させず変化させ続けることになった青年は、自己実現と親密さの欲求が満たさ

れず（白井・大谷,2017）、自身の友人関係にも満足できないだろう。 

一方で、負担になるような付き合い方を青年が続ける「青年自身の動機」については、

先行研究においても実際的な調査のないままである。白井・大谷（2017）では現代社会の

対人依存性の高さに対する関係維持の欲求を挙げており、大谷（2021）では成人期に向け

た試行錯誤であるという考察を、千島・村上（2015）ではキャラのメリットを挙げている

ものの、それが即ち青年の動機になるかは不明確なままである。 

そこで本研究では、この“動機”を検討するため、佐久間・無藤（2003）の指摘した「関

係的自己の変化動機」に着目する。佐久間・無藤（2003）によると、青年が関係に応じて

付き合い方を変える動機は「関係維持」「関係の質」「自然・無意識」「演技隠蔽」の 4

つが挙げられる。本研究では青年が「アカウント」を切り替えるように自身や付き合う相

手を変化させる動機として、これと同様のものを想定する。 

また、青年が付き合い方を変えようとする動機をもたらすものとして、公的自意識を想

定した。公的自意識とは菅原（1984）によると、自分が他者からどのように見られるかに

ついての意識であり、本研究では公的自意識が青年に関係に応じて自身の振る舞いを変化

させようとする動機をもたらし、青年の「アカウント」的な分断された友人関係に繋がっ

ていると想定する。 

以上のことから、本研究は以下のような想定のもとに行う。 

1 青年が分断された友人関係をとる動機を検討する。 

2 青年が分断された友人関係をとる動機への公的自意識の影響を検討する。 

3 分断された友人関係が青年の友人関係への満足度に及ぼす影響を再検討する。 

また、Figure1 のような仮説モデルを設定し、これを検証する。 
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Figure1 仮説モデル 

 

【方法】 

質問紙の内容 

1.日本語版自意識尺度 

菅原（1984）の公的自意識についての質問項目 11 項目を 5 件法で用いる。 

2.友人関係の切り替え尺度（アカウント的関係尺度） 

大谷（2007）の 18 項目を 5 件法で用いる。 

3.関係的自己の変化動機尺度（アカウント化動機尺度） 

佐久間・無藤（2003）の 26 項目を 5 件法で用いる。 

4.友人関係満足度 

豊田（2004）で作成された 8 項目を 5 件法で判定する。 

5.フェイスシート 

年齢・性別をたずねた。 

 

【結果】 

公的自意識尺度 11 項目（M＝3.86、SD＝.78）の Cronbach の α を算出したところ、α

＝.90 となり、十分な信頼性が確認され、その平均値を公的自意識得点とした。 

アカウント的関係尺度の下位尺度項目について Cronbach の α 係数を算出したところ、

「対象の切り替え」7 項目（M＝3.11、SD＝.66）で α＝.57、「自己の切り替え」7 項目（M

＝3.50、SD＝.63）で α＝.68、「関係の相互独立」4 項目（M＝3.32、SD＝.74）で α＝.44

であった。 

アカウント化動機尺度の下位尺度項目について Cronbach の α 係数を算出したところ、

「関係維持」8 項目（M＝4.05、SD＝.67）で α＝.83、「自然・無意識」5 項目（M＝3.73、

SD＝.86）で α＝.89、「演技隠蔽」7 項目（M＝3.50、SD＝.84）で α＝.83、「関係の質」6

項目（M＝4.03、SD＝.70）で α＝.80 となり、十分な信頼性が確認されたため、各下位尺

公的自意識

関係維持 自然・無意識 演技隠蔽 関係の質

対象の切り替え 自己の切り替え 関係の相互独立

友人関係満足度
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度得点の平均をその尺度得点とした。 

友人関係満足度尺度 8 項目（M＝3.63、SD＝.83）の Cronbach の α を算出したところ、

α＝.87 となり、十分な信頼性が確認され、その平均値を友人関係満足度得点とした。 

仮説モデルを検証するため、共分散構造分析によるパス解析を行った。5％水準で有意

とならなかったパスと誤差を消去し、修正指数をもとにパスを追加し、Figure2 に示す。

χ2(22)＝65.59(p≦.01)、GFI＝.95、AGFI＝.91、CFI＝.92、RMSEA＝.08 であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure2 アカウント化のモデル 

 

【考察】 

公的自意識からは「関係維持」（β＝.30）、「自然・無意識」（β＝.15）、「演技隠蔽」（β＝.47）、

「関係の質」（β＝ .44）と、全てのアカウント化動機へ正のパスが見られた。また、公的

自意識からアカウント的関係尺度のうち「自己の切り替え」に対して正のパス（β＝.26）

が見られた。公的自意識とは、他者からの自身についての意識であり、他者の視点を内在

化した意識（菅原,1984）とされている。青年が分断された「アカウント」的な友人関係

をとる動機は、青年が周囲から「アカウント」的な付き合いを必要とされていると感じて

いることが影響していると見ることができる。白井・大谷（2017）では青年の記述から、

青年が関係依存的な社会にあることで、関係を維持するために周囲の要請に対して同調的

な付き合いをしていると解釈しており、本研究でも同様に内在化した他者の視点への意識

が青年のアカウント化動機を促進していることが示された。 

アカウント的関係のうち、「対象の切り替え」へは「演技隠蔽」から正のパス（β＝.26）、

「関係の相互独立」へは「関係の質」から正のパス（β＝.18）が見られた。 

青年がアカウントごとに関係を独立して考える動機としては、アカウントごとに「関係

の質」が異なるという動機が存在することが示されている。アカウントごとに付き合う相

手へ配慮し、関係同士を分断して考えることができるという、青年の友人関係に求められ

る社会的なスキルとみなすことができる。 

公的自意識
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また、アカウントごとに相手を切り替える動機として、異なる自身を演じているからで

あるという動機が示された。「演技隠蔽」は相手によって提示する自分が異なるようにし

たいという動機であり、これが翻って提示したい自己ごとに相手を変えるという行動とな

っていると考えられる。 

一方、アカウント的関係のうち「自己の切り替え」は公的自意識から直接の正のパス（β

＝.26）が見られた。青年がアカウントごとに異なる自分を見せるのは、自分についての

他者の視点への意識によるものであることが示された。一方で「自己の切り替え」にはア

カウント化動機のいずれからもパスが見られなかった。 

友人関係満足度へは、「対象の切り替え」から負のパス（β＝-.25）が見られた。これは

青年がアカウント化することで複数の対象と複雑な友人関係を構築することを負担に感

じるという大谷（2018）の指摘を支持するものとなった。その一方で「関係の相互独立」

からは正のパス（β＝.12）が見られ、青年が関係同士を相互に独立させて考え、友人関係

に求める機能（松井,1990）や自己実現の欲求（白井・大谷,2017）を断片的に満たすこと

で、それぞれのアカウントにおける不満足を他のアカウントで満たしていることが考えら

れる。あるいは、青年がその関係に応じてアカウントを切り替えることで、そのアカウン

ト独自の満足度を見つけ出していることで、友人関係への不適応感を避けるようにしてい

る青年の姿が考えられる。千島・村上（2015）では、自身に好ましい「キャラ」を持つこ

とが青年の友人関係への満足度を高めるとしていた。本研究では自身に好ましい「アカウ

ント」とそうでない「アカウント」を独立させて考えることで、青年自身の統合的な友人

関係への満足度の下降を避けていると捉えることもできる。 

また「対象の切り替え」から「自己の切り替え」に正のパス（β＝.35）が見られた。こ

れは複数の関係を前提に、その関係に合わせて自己を切り替えるという、青年のアカウン

ト化の流れを示すものとすることができるだろう。相手によって自己を切り替えること

が、青年の公的自意識から影響を受けていることからも、青年のアカウント化に公的自意

識が及ぼす影響を見て取ることが出来るだろう。 

青年は「アカウント」的な分断された友人関係をとるが、これには青年の公的自意識が

影響していることが本研究では確認された。特にアカウント化動機に対しては直接的な影

響を及ぼし、またアカウント的友人関係のうち自己を切り替えることについても直接の影

響を及ぼしていた。 

これは青年がアカウント的な友人関係を青年自身が望んで行っているというよりは、関

係からの要請を受けているという青年自身の認知によるものであり、青年が自身にとって

負担となり友人関係満足度を低めるアカウント的付き合いを続ける要因として公的自意

識、ひいては青年が置かれた社会環境についての検討が必要となっているとすることがで

きるだろう。従来はただ「場当たり的」「群れ的」とされてきた青年の友人関係の希薄さ

には、青年独自の社会からの要請や認知が関係していると見るべきである。 
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